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はじめに 
 

 

このたびは、ＴＭＵ－３０ をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

ご使用の前に、本取り扱い説明書をよくお読みになり、ＴＭＵ－３０ をご利用されますようお願いします。 

 

尚、本取り扱い説明書に対応する、本体と簡単ソフトＴＭＵ－３０Ｓのバージョンについては、最終ページに記載され

ています。 
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安全上のご注意･･･必ずお守りください！ 
 

ご使用時の注意 

 

１、宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置など人命、事故に拘わる特別な品質、信頼性が要求され

る用途でのご使用はご遠慮ください。 

２、本装置をご運用した結果に対して、弊社は一切の責を負いかねます。 

３、弊社は、本装置が特定の用途に適合することに対する保障は行いません。 

４、弊社は、お客様が本装置を利用して、あるいは利用できなくて生じた損害について一切の責を負いかねます。 

５、弊社のお客様に対する責任は、保証書の範囲に限定されます。 

６、本取り扱い説明書に記載されている内容は予告無しに変更することがあります。 

７、本取り扱い説明書に記載されている以外の方法でご使用された場合の故障等については、一切の責任を負いか

ねます。 

８、仕様、外観については、予告無しに変更することがあります。 

 

ご使用上の注意 

 

１、ＡＣアダプタ、ＵＳＢメモリ、接続ケーブル類は、本装置に付属のものをご利用下さい。 

これ以外のものをご使用になった場合には、動作は保障できません。 

また、本体故障の原因にもなります。 

２、機器間をケーブルで接続、または取り外す場合は、必ず 双方の電源を切った状態 で行って下さい。 

３、動作中にケーブル等を抜き差ししないで下さい。 

４、ＵＳＢメモリアクセス中に、本体からＵＳＢメモリを取り外さないで下さい。 

５、ＡＣアダプタを使う場合は、ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）の商用電源をご使用下さい。 

６、本装置は、指定された方法で固定させて運用して下さい。 

不安定な状態でお使いになると落下して装置の破損、故障の原因になります。 

７、本装置のカバーは外さないで下さい。 

８、内部の点検、修理は弊社にご依頼下さい。 

９、万一、本装置から異常な発熱、および煙、異臭や異音がするなどの異常が発生した場合は、直ちにＡＣアダプタ

と本機の全てのケーブルを外して下さい。 

その上で弊社に修理をご依頼下さい。 

１０、ＡＣアダプタの電源プラグおよび各コネクタにほこりが付着している場合は、乾いた布でよく拭いて下さい。 

１１、各ケーブルを外す場合には、無理にケーブルを引っ張らず、必ずプラグを持って抜いて下さい。 

１２、本体のカバーが破損している状態、ケーブルの外皮に傷がある状態で使用しないで下さい。 

発熱、故障の原因になります。 

 

 

電波障害自主規制について 

 

本装置を、テレビ・ラジオ等に近接してご使用になりますと、受信障害の原因となることがあります。 
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使用環境 

 

本装置は精密機械です。性能の維持と安全のために、特に以下の点にご注意ください。 

以下の注意事項を守らない場合、本装置の故障や感電、出火等の原因になることがあります。 

 

１、装置本体およびＡＣアダプタは屋内仕様となっていますので、屋外での使用はできません。 

２、装置本体およびＡＣアダプタをご使用の際、周囲に１０ｃｍ以上の空間を設けて下さい。 

また、本体やケーブルの上に物を乗せないで下さい。 

３、装置本体の開口部（通風孔など）をふさがないで下さい。 

４、＋４０℃以上の高温や０℃以下の低温、８０％以上の多湿や結露状態でのご使用は避けて下さい。 

５、＋６０℃以上の高温や－４０℃以下の低温、８０％以上の多湿や結露状態での保存は避けて下さい。 

６、直射日光のあたる場所や、熱器具の近くでのご使用は避けて下さい。 

７、粉塵の多い場所でのご使用は避けて下さい。 

８、水や油等の液体を装置本体やＡＣアダプタ、ケーブル等にかけないで下さい。 

９、落としたり、強い衝撃を与えないで下さい。また、振動のある場所でのご使用、保存は避けて下さい。 

１０、強電磁界、腐食性ガスが発生する場所でのご使用は避けて下さい。 

１１、落雷の恐れがあるときは、ケーブルおよびＡＣアダプタを電源から抜いて下さい。 

１２、お手入れは、シンナー等の有機溶剤や、揮発性、酸性、アルカリ性の強いものを避け、薄い中性剤を浸した布

を固しぼりにして軽く拭いて下さい。 

 

本装置に、異常な現象が発生した場合は、無理な使用は中止しお買い求めの販売店または弊社にご連絡下さい。 

 

旧ＴＭＵ－３０をお使いのお客様へ 

 

旧ＴＭＵ－３０本体は、本書で説明されている「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトでは動作しない機能もあります。 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトのバージョンとＴＭＵ－３０本体のファームバージョンの説明は巻末にあります。 

互換性に対する詳しい内容につきましては弊社にお問い合わせください。 
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１、パッケージ内容の確認 
 

お使いになる前に内容物をご確認下さい。 

ＴＭＵ－３０ をお使いになる前に、パーツが全て揃っているかご確認下さい。 

万一不足や破損しているものがございましたら、弊社またはお買い上げの販売店へご確認下さい。 

 

USBメモリＴＭＵ－３０本体

ＮＣ接続ケーブル ＡＣアダプタ

保証書

保証書

ケーブルクランプ

ファーストステップガイド

ＴＭＵ－３０
ファーストステップガイド

「ＴＭＵ－３０Ｓ」
 インストールＣＤ

TMＵ－３０ を
はじめてお使いの方へ

TMU-30を

はじめてお使いの方へ
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２、機能一覧 
 

 

ＴＭＵ－３０ は、パソコンなどで作成されたＮＣプログラムを、ＮＣ装置に転送するものです。 

転送方法については、さまざまな使い方が用意されています。 

お客様の使用目的に応じて、ご利用下さい。 

 

１、ＵＳＢメモリを利用してＮＣプログラム転送 

 

パソコン内に保存されているＮＣプログラムを、ＵＳＢメモリを媒体にしてＮＣ装置へ転送します。 

ＮＣ装置がＲＳフローに未対応で、コードコントロールのみで制御する機器であっても、確実に転送を行うことができ

ます。 

ＵＳＢメモリは大容量の記憶機器です。 

単にＮＣ装置のメモリへ転送するだけでなく、ＵＳＢメモリに保存されているＮＣプログラムでダイレクトに運転するこ

とができます。 

従って、ＮＣのメモリに入りきらない長いＮＣプログラムで加工することが可能です。 

注：この場合は、ＮＣ装置側がＤＮＣ運転機能に対応していることが必要です。 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム
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２、ネットワーク接続して、離れた場所からプログラム管理 

 

ＴＭＵ－３０ にはＬＡＮコネクタがあります。 

パソコンとＬＡＮ接続して、離れた場所からＴＭＵ－３０ に装着されているＵＳＢメモリ内のＮＣプログラムを管理す

ることができます。 

従って、ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ に装着したままで、ＮＣプログラムの転送を行うことができます。 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム

イーサネット・ＬＡＮ

ＵＳＢメモリ内の
プログラムリスト

 

 

３、バーコードリーダによる転送 （オプション） 

 

ＴＭＵ－３０ へバーコードリーダを接続して、あらかじめ準備したバーコードを読み取り、これに対応したＮＣプロ

グラムをＮＣ装置へ転送することができます。 

これにより、ファイル選択操作が簡単に間違いなく行うことができるようになります。 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム

バーコードリーダ
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３、本体各部の名称 
 

 

ＬＡＮケーブル差込口 ＵＳＢ差込口 ＮＣ接続ケーブル差込口 ＡＣアダプタ差込口

本書でのランプの状態説明

点灯 消灯

リセットボタン

緑 赤

状態表示ランプ

点滅
（ランプ状態の詳細は、各機能の説明を参照して下さい）

緑ランプ
　機器が正常でＵＳＢメモリが使える状態
　ＮＣプログラム転送中は点滅表示
赤ランプ
　機器が準備中、または異常発生など

 
 



 

４、設置および接続方法       1 1        

 

４、設置および接続方法 
 

下図のように、本体とＮＣ装置をＮＣ接続ケーブルにて接続して下さい。 

ＮＣ装置

ケーブルクランプ

①

ＴＭＵ－３０
本体

ＮＣ接続ケーブル

③

②

NCの電源は
OFFの状態で

接続作業

 

 

★注意 

以下の作業は、必ずＮＣ装置の電源を切った状態で行ってください。 

 

 

■手順１、 ＴＭＵ－３０ 本体側にＮＣ接続ケーブルを接続します。 

 本体のＮＣ接続ケーブル差込口および、ＡＣアダプタ差込口の各コネクタに差し込みます。 

 プラグのネジにて、本体のコネクタ部分と確実に固定して下さい。（図中①） 

 

 ＴＭＵ－３０ 本体裏の磁気シートを利用して本体を固定します。 

 本体は、どの様な向きで固定してもかまいません。 
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★注意 

ＮＣ装置がＦＡＮＵＣでない場合は、ＮＣ装置から電源をとることができないので、その場合は付属のＡＣアダプター

によって電源を供給してください。 

お客様の都合により、ＴＭＵ－３０ 専用のＵＳＢメモリやバーコードリーダ以外の機器をＴＭＵ－３０ に接続

する場合は、電源容量を超える可能性があります。 

その場合も、付属のＡＣアダプターによって電源を供給してください。 

この時点では、まだＡＣアダプターは差し込まないで下さい。 

 

 

■手順２、 ケーブルの固定 

 ケーブルクランプは、裏側のシールを剥がし、取り付け場所へ貼り付けて下さい。 

 ケーブルクランプにケーブルを架けて、クランプを留めます。（図中②） 

 

★注意 

本体のみの磁力で機器に固定すると落下して破損する恐れがあります。 

必ず、図にあるようにケーブルクランプを使って下さい。 

ケーブルクランプを取り付ける条件が無い場合には、別の方法で本体が落下しないように固定して下さい。 

 

 

■手順３、 ＮＣ接続ケーブルをＮＣ装置側へ接続します。（図中③） 

 

■手順４、 ＮＣ装置の電源を入れます。 

 ＡＣアダプターを利用する場合は、最後にＡＣアダプターのコネクタを挿入してください。 
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５、基本操作 
 

ＴＭＵ－３０からＵＳＢメモリを取り外す際の注意 

 

ＴＭＵ－３０ はＵＳＢメモリにＮＣプログラムファイルを登録して、これをＮＣ装置に送るものです。 

従って、ＴＭＵ－３０ 本体とＵＳＢメモリは頻繁に脱着を繰り返すことになります。 

ＴＭＵ－３０ からＵＳＢメモリを取り外す場合には、ＵＳＢメモリにアクセスしていない状態で行って下さい。 

具体的には、以下の場面では外さないで下さい。 

 

・ＴＭＵ－３０ をリセット動作させている状態 

・ＴＭＵ－３０ からＮＣ装置へ送信中または受信中 

・ＴＭＵ－３０ とパソコンとをネットワーク接続している状態 

 

正しい操作で取り外さない場合には、ＴＭＵ－３０ 本体やＵＳＢメモリを破損する恐れがあります。 

 

パソコンからＵＳＢメモリを取り外す際の注意 

 

パソコンからＵＳＢメモリを取り外す際も、パソコン側の仕様に従い正しく行って下さい。 

 

ＴＭＵ－３０のリセット操作 

 

ＴＭＵ－３０ にＵＳＢメモリを差し込んだ時や、転送などに失敗してＴＭＵ－３０ を初期の状態に戻したい場合

は、本体のリセット操作を行って下さい。 

 

＜リセット操作＞ 

緑のランプが点灯している状態で
本体のリセットボタンを押す

緑 赤

 

＜その後のランプ表示の変化＞ 

緑 赤

ＵＳＢメモリ
切り離し中

本体リブート中
ＵＳＢメモリ
再認識中

使用可能状態
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途中のランプの変化は特に気にする必要はありません。 

使用可能状態（緑ランプのみ点灯）になったら、次の作業を進めて下さい。 

リセットボタンを押してから使用可能状態まで約２０秒程度かかります。 

 

 

ＮＣ装置側の操作について 

 

ＮＣコントローラおよび機械メーカにより、ＮＣ装置側の操作はさまざまです。 

従って、本仕様書では、ＮＣ装置側の具体的な操作説明はしておりません。 

関係するマニュアルを参照されるか、メーカにお問い合わせ下さい。 

 

 



 

６、ＴＭＵ－３０使い方ナビゲーション       15        

 

６、ＴＭＵ－３０使い方ナビゲーション 
 

 

TMU-30Sの準備

ステップ １

簡単な入出力

ステップ 2

ネットワークで管理

ステップ ３

まずは、本体を使える状態にしましょう

基本的な使い方です

さらに便利に使いましょう

本体の設定

複数ファイルに対応

バーコードを利用

専用ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」を
お使いのパソコンへインストール
します。

ＮＣとの通信条件などを設定して
本体を使える状態にします。

一番簡単なＮＣプログラムの
転送方法です。

複数のファイルに対応した
ＮＣプログラムの転送方法です。

ネットワークを利用した
ＮＣプログラムの管理です。

バーコードを利用して
もっと便利に転送。

SET

NC NC

A101
A102
B306

LAN

⇒ 第７章

⇒ 第１０章 ⇒ 第１１章、第１２章

⇒ 第９章

⇒ 第１３章 ⇒ 第１４章
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７、簡単ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」 
 

 

簡単ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」とは 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」とは用意したＴＭＵ－３０ を便利にお使いできるように用意した専用のソフトウェアです。 

お客様のパソコンへインストールしてお使いいただきます。 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトでは、ＴＭＵ－３０ 本体の各種設定、ＵＳＢメモリへのファイル入出力などを行うことができま

す。 

また、バーコードリーダを利用する場合には、バーコード印刷も、このソフトで行うことができます。 

 

 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」をパソコンへインストールする 

 

はじめにＴＭＵ－３０ 専用ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」をパソコンへインストールします。 

 

付属の「ＴＭＵ－３０Ｓ」インストールＣＤをパソコンのＣＤドライブへ挿入して下さい。 

インストールソフトが自動的に起動します。 

インストール画面の案内に従って「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトをインストールして下さい。 

インストール終了後は、マスターＣＤを取り出して下さい。 

 

プログラムの一覧から「ＴＭＵ－３０Ｓ」を起動すると、次ページにあるメニュー画面が表示されます。 

 

ＮＣプログラムファイルは、付属のＵＳＢメモリを利用します。 

初めにパソコンにＵＳＢメモリを差し込んだ時に、ＵＳＢメモリのドライブ名を設定します。 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面下にある、「ＵＳＢメモリのドライブ名」に、その名称を選んでセットして下さい｡ 

 

ランプの状態

点灯

消灯

このボタンを押すと、ドライブの
リストが表示されます

 

ＵＳＢメモリのドライブは大抵、「リムーバブルディスク」で表示されます。 

パソコンに接続されている機器によっては、複数表示される場合もあります。 

 

★注意 

本体のドライブ構成が変化した場合は、ここでセットしたドライブの位置がずれる場合があります。 

その時は、再度上記の手順でドライブ名を設定し直して下さい｡ 

 



 

７、簡単ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」       17        

 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面 

動作モードの切り替え

ＵＳＢメモリのドライブ名設定

接続ＴＭＵ－３０の表示と選択

基本的な転送機能 ファイル名指定の転送機能

番号指定による転送機能 ＴＭＵ－３０本体の保守点検機能

８章 ８章

７章

１０章
１１章

１２章 １５章

１３章

サンプルプログラムの生成

１６章
ＴＭＵ－３０本体の設定

９章

ＵＳＢメモリを使える状態にする

９章
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８、動作モードと複数のＴＭＵ－３０の管理について 
 

動作モードについて 

 

ＴＭＵ－３０ の動作モードには、ＵＳＢメモリを使っての操作とネットワークを利用しての操作の２つがあります。 

それぞれのモードは、「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトのメニュー画面で切り替えることができます。 

 

１、ＵＳＢメモリを使っての操作 

 

本体にあるＵＳＢメモリを、パソコンとの間で抜き差ししてＮＣプログラムファイルなど、データの受け渡しを行いま

す。 

ＮＣ装置

 

 

２、ネットワークを利用しての操作 

 

本体のＵＳＢメモリは差し込んだままにして、パソコンとのＮＣプログラムファイルなどデータの受け渡しはネットワー

クを利用して行います。 

ＮＣ装置

ネットワーク
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「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトの各機能は、選択されている動作モードで同じように機能します。 

 

ただし、ＴＭＵ－３０ 本体に対する、設定作業はＵＳＢメモリを使って行います。 

この「設定」作業および「ＵＳＢ設定」は、「ＵＳＢメモリを使っての操作」の動作モードでお使いください。 

詳しくは⇒「９．本体の設定」の項目を参照 

どちらのモードでも
使える機能

「ＵＳＢメモリを使っての
操作」でしか使えない

 

本説明書では、全体的に「ＵＳＢメモリを使っての操作」モードを中心に説明しています。 

「ネットワークを利用しての操作」モードの場合は、ＵＳＢを抜き差ししないだけで、基本的に同じように操作すること

ができます。 

詳しくは⇒「１３．ネットワークでの運用」の項を参照。 
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複数のＴＭＵ－３０の管理 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトでは、複数のＴＭＵ－３０ 本体の情報および動作を管理することができます。 

これは、動作モードによりません。 

ネットワーク

USBメモリを使っての操作

１号機 ２号機 ３号機

ネットワークを使っての操作

１号機 ２号機 ３号機
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各ＴＭＵ－３０ 本体の切り替えは、以下のように「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトのメニューにある「切替」ボタンで行うことが

できます。 

押す

切り替えたい
本体名称を選択して

押す

これで「１号機」から「２号機」へ切り替わった

 

 

切り替えることにより、「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトの各機能は、選択されているＴＭＵ－３０ 本体のものに対して機能し

ます。 

この状態では、
全て「２号機」のＴＭＵ－３０に対して機能します
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★注意 

動作モードが「ＵＳＢメモリを使っての操作」でお使いの場合は、パソコンに差し込むＵＳＢメモリを間違えないよう

にして下さい。 

 

 

管理するＴＭＵ－３０の追加方法 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトの初期状態は、接続するＴＭＵ－３０ 本体は１台のみの管理になっています。 

そして、その名称も「１号機」で表示されています。 

扱うＴＭＵ－３０ 本体が１台の場合は、このままの状態でお使いください。 

 

複数のＴＭＵ－３０ 本体を管理する場合は、以下の手順で追加することができます。 

 

■手順１、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニューにある「切替」ボタンを押します。 

 画面には、管理するＴＭＵ－３０ 本体の名称一覧が表示されます。 

 

■手順２、 「追加」ボタンを押して、追加するＴＭＵ－３０ 本体の名称を入力します。 

 ここで入力する名称は自由に決めてください。 

 

押す

押す

追加するＴＭＵ－３０本体の
名称を入力する

 

 

◇参考 

一度決めた名称を変更する場合は「名称変更」ボタン、削除する場合は「削除」ボタンで行うことができます。 
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９、本体の設定 
 

 

ＵＳＢメモリを使える状態にする 

 

運用するＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ で使えるように設定します。 

 

本体付属のＵＳＢメモリは、既にＴＭＵ－３０ で使用できるように設定済です。 

しかし、付属されたＵＳＢメモリ以外を使用した場合、そのままでは簡単ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」では使用できません。 

ソフトの各作業を実行すると、ＵＳＢメモリのドライブ名が合っていても、以下のようなメッセージが表示されます。 

ＵＳＢメモリのドライブ名の位置が合っていても
作業を行うと、このようなエラーが表示される

 

このような場合は、以下の手順にてＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ で使用できるように設定して下さい。 

 

 

■手順１、 パソコンのＵＳＢポートへ差し込まれているＵＳＢメモリのドライブ名が合っているか、再確認して下さい。 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「ＵＳＢ設定」ボタンを押します。 

押す

 
 

  下記の画面が表示されます。 
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■手順３、 「はい」を選択して、下記の画面が表示されれば、ＵＳＢメモリはＴＭＵ－３０ で使える状態になりま

す。 

 

   

 

 

◇参考 

本作業は、あくまでＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ で使えるようにする機能であり、これを実行しても既にＵＳＢメモリ

内に登録されているファイルは消去されません。 

 

★注意 

弊社では付属されている専用のＵＳＢメモリ以外の動作は保障しておりません。 

また、専用のＵＳＢメモリでも、他のソフトで初期化などすると使えなくなります。 

初期化（フォーマット）する際は、必ずＦＡＴまたはＦＡＴ３２で行ってください。 

初期化後には、上記の「ＵＳＢ設定」作業を行って下さい。 
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ＴＭＵ－３０本体を使える状態にする 

 

ＴＭＵ－３０ とＮＣ装置のＮＣプログラム入出力を正常に行うための状態にします。 

これは、ＴＭＵ－３０ 本体に下記のような、さまざまな設定データを書き込むことで実現します。 

 

・ＮＣ装置との通信条件 

・パソコンで管理しているＮＣプログラムファイルの拡張子 

・ネットワーク接続する場合のＩＰアドレス 

・その他 

 

ＴＭＵ－３０ 本体への設定データの書き込み方法は、付属のＵＳＢメモリを利用します。 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトにて一旦設定内容をＵＳＢメモリに書き込み、このＵＳＢメモリを使ってＴＭＵ－３０ 内部のデ

ータを更新します。 

USBメモリへ設定データを作成 ＴＭＵ－３０へセット

内部のデータを更新

 

 

一度設定した状態は、ＴＭＵ－３０ 本体の電源を切っても記憶されます。 
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ＴＭＵ－３０本体の設定手順 

 

具体的なＴＭＵ－３０ の設定データの更新は、次の手順で行って下さい｡ 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 このとき、ＵＳＢメモリのドライブ名が合っているか確認して下さい｡ 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「設定」ボタンを押します。 

押す

 
★注意 

本操作は、動作モードが「ＵＳＢメモリを使っての動作」で使うことができます。 

 

■手順３、 各設定項目を入力します。 

 

  

 

      

ボーレート シリアル通信のボーレートの設定 

１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００、３８４００より選択できます。 

ストップビット シリアル通信のストップビットの数を設定 

１または２より選択します 

出力コード ＮＣ装置へ転送する際の出力コードを設定 

ＩＳＯまたはＥＩＡより選択します 

入力コード ＮＣ装置からＮＣプログラムを受信する場合の入力コードを設定 

通常は自動をチェックして下さい。 
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この状態ではＩＳＯ／ＥＩＡコードは自動判別して受け取ります。 

しかし入力されたプログラムが正常に判別出来ない場合は、このチェック

を外し、ＮＣ側の出力コードにあわせて、ＩＳＯ／ＥＩＡを選択して下さい｡ 

リモート指示用 

プログラム番号 

転送するファイルを、ＮＣ装置から指示する場合の、プログラム番号を範囲

で設定します。 

⇒「１１．ファイル名を指定して転送する方法」および「１２．ファイル番号

を指定して転送する方法」の項を参照 

検索ファイル拡張子 お客様がパソコンで管理しているＮＣプログラムファイルの拡張子を設定し

ます。 

ＴＭＵ－３０は設定された拡張子を含むＮＣプログラムファイルを検索し

ます。 

初期状態で入出力ファイル

を同じにする 

通常、ＴＭＵ－３０ のリセット状態で、ＮＣへ出力するファイル名とＮＣか

ら入力して作成されるファイル名は、それぞれ以下の「出力ファイル名」、

「入力ファイル名」になります。 

しかし、この項目をチェックすると、どちらも「出力ファイル名」を使います。 

詳しくは⇒「ＮＣプログラムの一時保管場所としての使い方」の項目を参照 

出力ファイル名 ＴＭＵ－３０ のリセット状態で出力対象となるＮＣプログラムファイル名

を設定します。 

初期値は「ＴＭＵＯＵＴ」になっています。 

入力ファイル名 ＴＭＵ－３０ のリセット状態で入力対象となるＮＣプログラムファイル名

を設定します。 

初期値は「ＴＭＵＩＮ」になっています。 

「初期状態で入出力ファイルを同じにする」がチェックされている場合は使

用できません。 

ＩＰアドレス ネットワーク接続する場合、ＴＭＵ－３０ 本体に割り振るＩＰアドレスで

す。 

具体的な設定値は、ネットワーク管理者にお尋ね下さい。 

ネットマスク ネットワーク接続する場合、ＴＭＵ－３０ 本体のネットマスクです。 

 

 設定後、「保存」ボタンを押すことでＵＳＢメモリに設定ファイルが書き込まれます。 

 

 「初期値に戻す」ボタンを押すと、パラメータを出荷時の状態に戻します。 

 本体出荷時の設定は次の通りです｡ 

 

ボーレート ４８００ 

ストップビット ２ 

出力コード ＩＳＯ 

入力コード 自動 

リモート指定用プログラム番号 ７０００～７００９ 

検索ファイル拡張子 ＮＣ 

初期状態で入出力ファイルを同じにする ＯＦＦ [  ] 

出力ファイル名 ＴＭＵＯＵＴ 

入力ファイル名 ＴＭＵＩＮ 

ＩＰアドレス １９２．１６８．０．１０２ 

ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 
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■手順４、 ＵＳＢメモリをパソコンから外します。 

 

■手順５、ＴＭＵ－３０ へＵＳＢメモリを差込み、緑ランプが点灯したことを確認した後、リセットボタンを押し続け

て下さい。 

 しばらくすると赤ランプが点滅します、この状態で手を離して下さい。 

 

 

①、USBメモリを差し込む ②、緑ランプのみ点灯した状態で、リセットボタンを押し続ける　
　　（赤ランプ点滅で離す）

２０秒程度待って、再度緑ランプのみ点灯した状態で設定完了です

緑 赤 緑 赤

緑 赤

点滅

 

これで、ＴＭＵ－３０ の設定は更新されます。 

ＴＭＵ－３０ の電源が切れても、最後に更新された設定は保存されます。 

従って、この作業は、ＮＣ装置側で通信条件等の設定、またはネットワーク環境が変更にならない限り、再び行う必

要はありません。 
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１０、基本的なＮＣプログラムの入出力 
 

この章では、ＴＭＵ－３０ を使って、基本的なＮＣプログラムの入出力の方法を説明します。 

パソコンとＴＭＵ－３０ のＮＣプログラムの引渡しにはＵＳＢメモリを利用します。 

 

ＮＣプログラムを登録しＮＣ装置へ送信する 

 

ＴＭＵ－３０ を使って、ＮＣ装置へＮＣプログラムを転送します。 

手順としては、パソコンに登録されているファイルをＵＳＢメモリへ登録して、これをＴＭＵ－３０ にてＮＣ装置へ転

送します。 

ＴＭＵ－３０ とＮＣとはＮＣ接続ケーブルで接続して下さい。 

 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム

USBメモリへ転送するＮＣプログラムを保存する

 

 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 動作モードは「ＵＳＢメモリを使っての動作」です。 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「単純送信」ボタンを押します。 

押す

 
 

■手順３、 パソコンに登録されているＮＣプログラムファイルの一覧から、ＮＣ装置へ転送するファイルを選択し、

「開く」ボタンを押します。 

  （下記の画面ではＡ－３０００．ＮＣを選択しています） 
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押す

転送したい
　ファイルを選んで

      

 下記の画面が表示された時点で、ＵＳＢメモリに正常に登録されたことになります。 

 

  

 

◇参考 

複数のファイルを一括して選択することも可能です。 

その場合は、選択された全てのファイルをＵＳＢメモリへ１ファイルとして登録します。 

そのままＮＣへ転送されるので、プログラム番号などは選択されたファイル間で重複しないように気をつけて下さ

い。 

 

■手順４、 ＵＳＢメモリを外します。 

 

■手順５、 ＴＭＵ－３０ へＵＳＢメモリを差込み、リセットボタンを押します。 

 ２０秒程度で、緑ランプのみ点灯した状態で、準備完了です。 

 

準備完了

緑 赤

 

 

■手順６、 ＮＣ装置側でリード操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置に転送を行います。 

 ＮＣプログラム送信中は緑ランプが点滅します。 
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緑

赤

ＮＣプログラム送信中

点滅

 

 

 

◇ＤＮＣ運転としての使い方 

ＮＣ装置のメモリを使わず、外部から送られたＮＣプログラムによってダイレクトに運転する場合（ＤＮＣ運転）には、

ＴＭＵ－３０ 側の操作はそのままで、ＮＣ側をＤＮＣ運転モードに切り替えて作業して下さい。 

ＴＭＵ－３０ 側は、ＮＣプログラムを全て送出した後は、再送状態で待機するので、繰り返し運転することがで

きます。 
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ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを取り出す 

 

ＴＭＵ－３０ を使って、ＮＣ装置にあるＮＣプログラムをＴＭＵ－３０ のＵＳＢメモリへ転送します。 

転送されたＮＣプログラムはファイルとしてパソコンに保存することができます。 

ＴＭＵ－３０ とＮＣとはＮＣ接続ケーブルで接続して下さい。 

 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム

USBメモリから受信したＮＣプログラムを取り出す

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ へ差込み、リセットボタンを押します。 

 ２０秒程度で、緑ランプのみ点灯した状態で、準備完了です。 

 

準備完了

緑 赤

 

 

■手順２、 ＮＣ装置側で、送信するプログラムを選び、パンチ操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置よりＮＣプログラムを受信します。 

 ＮＣプログラム受信中は緑ランプが点滅します。 

 

緑

赤

ＮＣプログラム受信中

点滅

 

 

■手順３、 ＵＳＢメモリを外します。 

 

■手順４、 パソコンへＵＳＢメモリを差込みます。 

 動作モードは「ＵＳＢメモリを使っての動作」です。 

 

■手順５、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「単純受信」ボタンを押します。 



 

１０、基本的なＮＣプログラムの入出力       33        

 

押す

 
 

■手順６、 「通常保存」ボタンを押します。 

押す

 

 

■手順７、 ファイル名を入力し、「保存」ボタンを押すことでパソコンに保存されます。 

 

 

★注意 

ＮＣプログラムファイルのタイムスタンプ（ファイル作成日時）は、ＮＣ装置メモリから読みだした時刻ではなく、ＵＳ

Ｂメモリからパソコンへ保存した時刻になります。 
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ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを分割して取り出す 

 

ＵＳＢメモリへ取り込まれたＮＣプログラムファイルを、プログラム番号別にファイルに分割して保存する場合の操作

です。 

ＮＣ装置より複数プログラムを一括して受信した場合、これをプログラム番号別に分けてパソコンへ登録したい場合

に便利です。 

 

■手順１、ＴＭＵ－３０ の受信操作でＵＳＢメモリへ取り込んだ後、「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「単純受信」

ボタンを押します。 

 （ここまでの操作は、⇒「ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを取り出す」の項、■手順４までを参照して

下さい） 

 

■手順２、 「Ｏ別保存」ボタンを押します。 

 

押す

 

■手順３、 開かれたダイアログで、ファイルの保存場所などを指定して、「ＯＫ」ボタンを押すことでパソコンへ保存し

ます。 

 

登録先 ファイルを登録する場所を指定します。 

「参照」ボタンで変更できます。 

登録フォルダ名 登録先に作成するフォルダを指定します。 

指定したフォルダが無い場合は自動的に作成されます。 

ファイル拡張子 保存するファイルの拡張子を指定します。 

 

 このとき、元のファイルをプログラム番号で分割して別々のファイルに保存します。 

 保存するファイル名はプログラム番号になります。 

 

 上記画面のように指定した場合は、以下のように保存されます。 
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C:\GSM

IN

ＮＣより受信してＵＳＢメモリ
にあるプログラム

%
O100

M30
O2100

M99
O2200

M99
%

O0100.NC

%
O100

M30
%

O2100.NC

%
O2100

M99
%

O2200.NC

%
O2200

M99
%

パソコン

パソコンにはＩＮフォルダの中に
３つのファイルに分割して保存される
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ＮＣプログラムの一時保管場所としての使い方 

 

通常、ＴＭＵ－３０ のＵＳＢメモリで管理されている入出力のファイルは、それぞれ別々になっています。 

NC装置

TMUOUT.NC

TMUIN.NC

ＴＭＵ－３０のＵＳＢメモリ

送信

受信

パソコン

 

 

これを、ＮＣ装置から受信したプログラムをＴＭＵＩＮではなく、ＴＭＵＯＵＴとして保存するように「設定」機能で変更す

ることができます。 

NC装置
TMUOUT.NC

TMUIN.NC

ＴＭＵ－３０のＵＳＢメモリ

送信

受信

パソコン

 

 

ＮＣ装置にあるＮＣプログラムを、ＴＭＵ－３０ へ登録し、そのまま同じプログラムをＮＣ装置へ戻す場合に便利で

す。 

つまり、パソコンを利用せず、ＴＭＵ－３０ をＮＣプログラムの一時保管ツールとして扱うことを想定しています。 

 

このような仕様に本体を変更する場合は、「ＴＭＵ－３０Ｓ」の設定機能にある「初期状態で入出力ファイルを同じにす

る」をチェックして下さい｡ 

 

⇒具体的な設定方法は「９．本体の設定 、ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照｡ 
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１１、ファイル名を指定して転送する方法 
 

 

基本的にＴＭＵ－３０ は、ＵＳＢメモリに登録された１つのＮＣプログラムファイルの送受信を行います。 

しかし、次の操作を行うことにより複数のファイルを扱うことができます。 

 

ここでは複数のＮＣプログラムファイルをＵＳＢメモリに登録しておき、ＮＣ装置側からファイルを選択して送信、また

はＮＣ側から受信したプログラムをファイル名を指定してＵＳＢメモリへ登録する方法を説明します。 

外部からファイル名を指定する方法として、下図のように事前にＮＣ装置からファイル名を含んだＮＣプログラムを受

信することで実現させます。 

 

NC装置

Ａ

ＴＭＵ－３０のＵＳＢメモリ

受信

ファイル名を指定して送信

（ファイルＢを指定）
Ｂ

Ｃ
送信

NC装置

受信

ファイル名を指定して受信

（ファイルＸを指定）

Ｘ
受信

受信したプログラムを
ファイル名Ｘで登録

ファイルＢを送信

 

 

 

ＴＭＵ－３０ を元の状態に戻す場合は、ＴＭＵ－３０ 本体のリセット操作を行って下さい｡ 
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ＵＳＢメモリ内のファイル管理 

 

ＮＣプログラムファイルの送信、および受信はＵＳＢメモリを経由して行われます。 

ここでは送信操作、受信操作の説明の前に、ＵＳＢメモリ内部のファイル管理について説明します。 

 

ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込んで、「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「ファイル管理」ボタンを押し

ます。 

押す

 
 

画面には、装着されているＵＳＢメモリ内のファイル一覧リストが表示されます。 

登録
ファイルリスト

未登録
ファイルリスト

全ファイル消去

 
一覧リストは登録ファイルリストと未登録ファイルリストの２つがあります。 
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１、登録ファイルリスト 

 

ＮＣ装置への送信対象となるファイルリストです。 

ＮＣ装置へ送信するＮＣプログラムファイルは、このリストへ登録しておく必要があります。 

 

 

＜各ボタンの説明＞ 

 

ボタン 説明 

登録 パソコンにあるＮＣプログラムファイルを選んで、このリストへ登録します。 

取込 リストにあるＮＣプログラムファイルをパソコンへ保存します。 

消去 リスト上の指定したファイルを消去します。 

備考 リスト上の指定したファイルの備考を入力します。 

↑ ↓ リスト上の指定したファイルの表示位置を移動します。 

ＮＣプログラム
ファイル

パソコン

 

 

◇参考 

登録ファイルリストにある情報は、ＵＳＢメモリ内の特定のファイル（FileNList.fnl）で管理されています。 

このファイル内容を知る必要はありませんが、「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフト以外のツールで、このファイルを消去および

編集しないで下さい。 
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ボタン 説明 

印刷 登録ファイルリストのファイル一覧をプリンタへ印刷出力します。 

この用紙を指示書としてお使いください 

このとき、ファイル名をバーコード化した呼出コードを印刷します。 

バーコードリーダを使用する場合に便利です。 

⇒「１４．バーコード選択による転送」の項を参照 

 

バーコード
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２、未登録ファイルリスト 

 

ＵＳＢメモリに保存されているファイルで、登録ファイルリストに無いファイルの一覧です。 

Windows のエクスプローラなど、本ソフト以外で登録したファイルは、ここへ登録されます。 

また、ＮＣ装置からファイル名を付けて受信したＮＣプログラムファイルもここへ登録されます。 

受信の手順は⇒「ＮＣ装置から受信したプログラムをファイル指定して保存する」の項を参照。 

ＮＣプログラム
ファイル

パソコン

 

＜各ボタンの説明＞ 

 

ボタン 説明 

登録 リストにあるＮＣプログラムを「登録ファイルリスト」へ移動します。  

取込 リストにあるＮＣプログラムファイルをパソコンへ移動します。 

消去 リスト上の指定したファイルを消去します。 

 

★注意 

「登録」「取込」とも、元の未登録ファイルリストから、そのファイルは削除されます。 

 

 

３、全ファイル消去 

 

ＴＭＵ－３０ のＵＳＢメモリに登録されているＮＣプログラムファイルを全て消去します。 

 

「全消去」を実行すると、以下の確認メッセージが表示されます。 
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「はい」を押すことで、全ファイルを消去します。 

 

★注意 

 ドライブが間違っていると、別の場所（ドライブ）のファイルが消去されるので十分気をつけて操作して下さい。 
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４、扱うことのできるファイル名 

 

本機能では、ＮＣ装置でファイル名を指定またはバーコードで印刷する関係上、次の制約があります。 

 

＜文字の長さ＞ 

拡張子を含めて半角の１４文字以内です。 

 

＜使える文字＞ 

いずれも半角の 数字（０～９）、アルファベット（Ａ～Ｚ）、記号（－、＋、％、＄）です。 

 

 

パソコンより上記規定外のファイルを指定して「登録ファイルリスト」に登録しようとすると、以下のメッセージが表示さ

れます。 

 

また、同じように「未登録ファイルリスト」にある規定外のファイルを「登録ファイルリスト」へ登録しようとすると、以下

のメッセージが表示されて登録できません。 

 

 

◇参考 

規定外のファイル名を転送する場合は、ファイル番号による転送で行ってください。 

⇒「１２．ファイル番号を指定して転送する方法」の項を参照 
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ファイルを選択してＮＣ装置へ送信する 

 

あらかじめ、複数のＮＣプログラムファイルをＵＳＢメモリに登録しておき、ＮＣ装置側からファイルを選択して転送す

る操作を説明します。 

NC装置

USBメモリ

NCプログラム

ファイルを選択（パンチ）

複数のＮＣプログラム
ファイルを登録しておく

入力（リード）

 

 

 

■手順１、 送信するために、まずＵＳＢメモリへ送信するＮＣプログラムファイルを保存します。 

 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 動作モードは「ＵＳＢメモリを使っての動作」です。 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「ファイル管理」ボタンを押します。 

押す

 
 画面には、既にＵＳＢメモリ内に登録されているファイル一覧を表示します。 

 「登録ファイルリスト」に表示されているファイルが転送対象となるＮＣプログラムファイルです。 

押す

現在ＵＳＢメモリへ登録されているファイルの一覧
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■手順３、 「登録ファイルリスト」へ転送するＮＣプログラムファイルを登録するには、「登録ファイルリスト」横の「登

録ボタンを押します。 

 パソコンに登録されているＮＣプログラムファイルの一覧から、ＮＣ装置へ転送するファイルを選択し、

「開く」ボタンを押します。 

 

押す

転送したい
　ファイルを選んで

 （ここではＡ－１０００．ＮＣを選択しています） 

 

 選択されたＮＣプログラムファイルはＵＳＢメモリへコピーされ、かつ「登録ファイルリスト」へ登録されま

す。 

 

新たに登録されたファイル

必要なＮＣプログラムファイルは全て登録してください。 

 

◇参考 

「印刷」ボタンにより「登録ファイルリスト」の一覧を印刷することができます。 

現場への指示書としてお使いください。 

⇒「ＵＳＢメモリ内のファイル管理の項」参照 
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■手順４、 ＵＳＢメモリを外します。 

 

■手順５、 ＴＭＵ－３０ へＵＳＢメモリを差込み、リセットボタンを押します。 

 ２０秒程度で、緑ランプのみ点灯した状態で、準備完了です。 

 

■手順６、 ＮＣ装置側で以下のようなＮＣプログラムを作成します。 

%;

O7000(A-1000);

%

リモート指示用プログラム番号

転送させるファイル名

 

      

◇参考 

プログラム番号と同じブロックに、コメント文が入力できないＮＣ装置の場合は、次のブロックへ入力しても構いま

せん。 

 

◇参考 

リモート指示用プログラム番号は、「設定」機能でセットしたプログラム番号です。 

下記の例では、７０００番から７００９番までがリモート指示用プログラムとして使用できます。 

 

⇒設定方法は「ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照 

 

転送するファイル名はプログラム番号の後のコメント行で入力します。 
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ここで指定した名前と「検索ファイル拡張子」を含むファイルが転送の対象ファイルとなります。 

 

「検索ファイル拡張子」が “ＮＣ”の場合には、転送するＮＣプログラムファイルは、Ａ－１０００．ＮＣ となります。 

 

その他の拡張子を含むファイルの場合は、転送するファイル名に拡張子まで含めて入力する必要があります。 

   ファイル名がＡ－１０００．ＤＡＴの場合の例 → Ｏ７０００（Ａ－１０００．ＤＡＴ）と入力する。 

     

 

■手順７、 ＮＣ装置で出力（パンチ）します。 

 ＴＭＵ－３０ は、これをコマンドとして受け付けます。 

  ＮＣプログラムを受信後に、赤ランプが点滅してコマンドを正常に受け付けたことを知らせます。 

 

 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点滅

受信したプログラムを
コマンドとして認識した

 

◇参考 

転送後に赤ランプの状態が以下の場合 

１、赤ランプが点滅しない、もしくは点灯している場合 

コマンドとして受け付けませんでした、ＮＣ側で作成したリモート指示用プログラムを見直して下さい。 

２、赤ランプ点滅後に点灯状態になった場合 

コマンドとして受け付けたが、指定されたＮＣプログラムがＵＳＢメモリ内に存在していないことを表します。 

（点灯は数秒で消えます） 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点灯

リモート指示用プログラム
ではなかった。

プログラムの書式が
間違っている。

指定したプログラムファイルが
無い。

 

 

 

■手順８、 ＮＣ装置側でリード操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置に転送を行います。 

 ＮＣプログラム送信中は緑ランプが点滅します。 

 転送されたＮＣプログラムは、ＮＣ装置側で確認して下さい。 
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緑

赤

ＮＣプログラム送信中

点滅

 

 このとき、赤ランプが点灯した場合は、転送するＮＣプログラムファイルがＵＳＢメモリに無かったことを表

します。 

 

緑

赤

ＮＣ側リード操作

点灯

 

 

 

◇再度リード操作を行った場合 

ＴＭＵ－３０ 側では、出力するプログラムはそのまま記憶しているので、ＮＣ装置側のリード操作で何度でも同

じプログラムを転送します。 

ＮＣ装置側のメモリを使わず、繰り返し加工するようなＤＮＣ運転が可能です。 

別のプログラムファイルを転送させたい場合は、手順６でＮＣプログラムを書き換え、手順７から行って下さい。 
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ＮＣ装置から受信したプログラムをファイル指定して保存する 

 

ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを、ファイル名を指定してＵＳＢメモリに登録する操作を説明します。 

 

NC装置

USBメモリ

NCプログラム

ファイルを指定（パンチ）

ＮＣプログラムが指定した
ファイル名で登録される

出力（パンチ）

 

 

送信の場合と同様に、事前に登録するファイル名をＮＣ装置側からファイル名が含まれたＮＣプログラムとしてＴＭ

Ｕ－３０ へ送り、その後パンチすることで実現します。 

 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリはＴＭＵ－３０ へ差し込んだ状態、ＴＭＵ－３０ はＮＣ接続ケーブルでＮＣ装置と接続さ

れた状態にして下さい。 

 

■手順２、 ＮＣ装置側で以下のようなＮＣプログラムを作成します。 

%;

O7000(C-0000);

%

リモート指示用プログラム番号

登録させるファイル名

 

◇参考 

プログラム番号と同じブロックに、コメント文が入力できないＮＣ装置の場合は、次のブロックへ入力しても構いま

せん。 

 

◇参考 
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リモート指示用プログラム番号は、「設定」機能でセットしたプログラム番号です。 

下記の例では、７０００番から７００９番までがリモート指示用プログラムとして使用できます。 

 

      

⇒設定方法は「ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照 

 

登録するファイル名はプログラム番号の後のコメント行で入力します。 

 

ファイル名に拡張子を付けて登録する場合は、登録するファイル名に拡張子まで含めて入力する必要がありま

す。 

  拡張子ＮＣを付けて登録する場合の例 → Ｏ７０００（Ｃ－００００．ＮＣ）と入力する。 

     

 

■手順３、 ＮＣ装置で出力（パンチ）します。 

 ＴＭＵ－３０ は、これをコマンドとして受け付けます。 

 ＮＣプログラムを受信後に、赤ランプが点滅してコマンドを正常に受け付けたことを知らせます。 

 その後、指定したファイルがＵＳＢメモリに存在しないことを知らせるため数秒間点灯します。 

 

   

 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点滅

受信したプログラムを
コマンドとして認識した

点灯
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◇参考 

転送後に赤ランプの状態が以下の場合 

１、赤ランプが点滅しない、もしくは点灯している場合 

コマンドとして受け付けませんでした、ＮＣ側で作成したリモート指示用プログラムを見直して下さい。 

２、赤ランプ点滅後に点灯状態が無い場合 

コマンドとして受け付けたが、指定されたＮＣプログラムがＵＳＢメモリ内に既に存在していることを表します。 

この場合、次に保存のために転送したＮＣプログラムは上書き保存されます。 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点灯

リモート指示用プログラム
ではなかった。

プログラムの書式が
間違っている。

指定したプログラムファイルが
既に存在する。

 

 

 

■手順４、 ＮＣ装置側で送信するＮＣプログラムを呼び出し、再度パンチ操作を行います。 

      ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置よりＮＣプログラムを受け取り、手順３で指定されたファイル名で、ＵＳＢメモリ

に登録されます。 

 

■手順５、 次にＵＳＢメモリへ登録されたＮＣプログラムをパソコンで取り出します。 

 ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ より外してパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 

■手順６、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「ファイル管理」ボタンを押します。 

押す

 
     画面の「未登録ファイルリスト」へＮＣ装置から受信したＮＣプログラムファイルが登録されています。 
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ＮＣ装置より受信したＮＣプログラムファイル

 

■手順７、 ファイルを選択状態にし、「取込」ボタンを押してパソコンへこのファイルを保存します。 

押す

 

 パソコンへ保存した後、下記の画面が表示されます。 

   

 

 このファイルは、「未登録ファイルリスト」からは削除されます。 

 

◇参考 

受信したＮＣプログラムファイルをパソコンへ保存するのではなく、再度送信する場合は「登録」ボタンにより、この
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ファイルを「未登録ファイルリスト」から「登録ファイルリスト」へ移動することができます。 

    ⇒「ＵＳＢメモリ内のファイル管理、未登録ファイルリスト」の項参照 
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１２、ファイル番号を指定して転送する方法 
 

 

前章の機能は、複数のファイルに対して、ＮＣ装置側から目的のファイルを指定する際に、ファイル名を指示する方

法でしたが、この章ではＮＣプログラムファイルを指定する際に番号で行う機能を説明します。 

この方法で行うと、以下の利点があります。 

 

１、転送するファイル指定が、ファイル名でなく番号で行うため簡単。 

２、コメントが使えないＮＣ装置でも、ＮＣ装置側からファイル指定ができる。 

３、元のＮＣプログラムファイル名に漢字などが使える。 

 

 

＜パソコンのＮＣプログラムをＮＣ装置へ送信＞ 

NC装置

ＵＳＢメモリ

元プログラム
ファイル

パソコン

番号で指定して
入力

ファイル名を
番号に置き換える

No.1

No.2

No.3

No.1

No.2

No.3

TMU-30

ファイルを
番号で管理

ＵＳＢメモリへ登録 ＮＣ装置へ送信

 

＜ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを取り込む＞ 

NC装置

ＵＳＢメモリ

元プログラム
ファイル

パソコン

番号で指定して
出力

ファイル名を付けて
取り込み

No.1

No.2

No.3

No.1

No.2

No.3

TMU-30

ＵＳＢメモリから取出 ＮＣ装置から受信

 

このように、ＮＣプログラムファイルは、ＵＳＢメモリ内部では番号に置き換えられて管理されます。 
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番号指定によりＮＣプログラムをＵＳＢメモリへ登録する 

 

ＮＣ装置に加工プログラムを転送するために、準備として事前に複数のＮＣプログラムファイルをＵＳＢメモリに登録

しておきます。 

ファイルをＵＳＢメモリに保存する作業として、「ＴＭＵ－３０Ｓ」の「番号登録」機能を使います。 

 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートに差し込みます。 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「番号登録」ボタンを押します。 

押す

 
 

 画面には、次のような番号登録のファイルリスト画面が表示されます。 

登録されている
ファイルの一覧

 

 

 差し込んだＵＳＢメモリに対して、初めてこの機能を使う場合は上記のように、ファイルリストには１つの

ファイルも登録されていない状態です。 

 

■手順３、 ＵＳＢメモリにファイルを登録する場合は、画面の「登録」ボタンを押します。 

 そして、パソコンに登録されているＮＣプログラムファイルの一覧から、ＮＣ装置へ転送するファイルを選

択し、「開く」ボタンを押します。 

 

 ファイルを選択するときには、複数のファイルを選ぶことができます。 

 （下記の画面では 「ＮＤ１２００ 側板の加工．ＮＣ」と「ＮＤ１２００ 天板の加工．ＮＣ」の２つを選択してい
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ます） 

 

押す

転送したい
　ファイルを選んで

      

 続いて、下記のような登録番号を入力する画面が表示されます。 

  

 ファイルを登録する番号を入力して「ＯＫ」ボタンを押すことで、その番号を先頭にして、選んだファイルが

ＵＳＢメモリに登録されます。 

 正常に登録されると、番号登録のファイルリスト画面には次のように表示されます。 

登録されたファイル

 

 

★注意 

一度に複数のファイルを選択した場合は、入力したファイル番号を先頭にして連番で登録されます。 
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登録できるファイル番号は１から９９９９までの範囲です。 

又、既に登録済みの番号と同じファイル番号を入力することはできません。 

 

 

■手順４、 「閉じる」ボタンを押してＵＳＢメモリを外します。 

 

 

＜その他のボタンの説明＞ 

 

ボタン 説明 

全消去 ＵＳＢメモリに登録されているファイルを全て消去します。 

消去 リストで選択されているファイルを消去します。 

備考 ファイルに対するコメントを入力することができます。 

これはファイルの詳細、または加工現場への指示などに利用してください。 

↑ ↓ リスト上のファイルの位置を変更できます。 

印刷 ここで作成されたファイルリストの一覧をプリンタへ印刷できます。 

加工現場への指示書として利用して下さい｡ 

ここへは同時にバーコードも印刷されます。 

これを利用してバーコードリーダでのファイル呼び出しも可能です。 

バーコードリーダによるファイル呼び出し手順は、「バーコードリーダにてプログラムを転送

する」の項を参照して下さい｡ 

 

 

◇参考 

実際にＵＳＢメモリに登録されるファイルは、以下のように特定のフォルダ（TmFilesOut）へ番号に対応したファイ

ル名に変換して保存されます。 

しかし、特にこの保存形態を知る必要はありません。 

 

ＮＣプログラム
ファイル

0001.fno

0002.fno

TmFilesOut

ＮＤ１２００ 側板の加工．ｎｃ

ＵＳＢメモリ内部

ファイル名は変換して
登録される

ＮＤ１２００ 天板の加工．ｎｃ

この例では、２つの加工プログラムを、ファイル番号１、２として保存した状態です

 

 

もし「ＴＭＵ－３０Ｓ」を使わずに、故意にこのフォルダの中のファイルを直接変更すると、ファイルリストと内容が一

致しなくなります。 

この場合は、一旦「全消去」ボタンで、ＵＳＢの内容を初期化してからお使い下さい｡ 
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番号指定によりＮＣプログラムをＮＣ装置へ送信する 

 

このようにして、ＵＳＢメモリへ登録した複数のＮＣプログラムファイルを、ＮＣ装置側からの操作で選択・送信する手

順を説明します。 

NC装置

USBメモリ

NCプログラム

ファイルを選択（パンチ）

複数のＮＣプログラム
ファイルが登録された
ＵＳＢメモリ

入力（リード）

 

 

実際にＮＣ装置側からは、ＴＭＵ－３０ にあるファイルを選択する機能は無いので、転送するファイルの番号が含

まれたＮＣプログラムをＴＭＵ－３０ へ送り、その後リードすることで実現します。 

 

 

■手順１、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」の「番号登録」機能によって、複数のＮＣプログラムファイルを登録したＵＳＢメモリをＴＭ

Ｕ－３０ へ差し込んで下さい｡ 

 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ接続ケーブルでＮＣ装置と接続された状態にして下さい。 

 

■手順２、 ＮＣ装置側で以下のようなＮＣプログラムを作成します。 

%;

O7000 P2;

%

リモート指示用プログラム番号

転送させるファイル番号

 

 

◇参考 

プログラム番号と同じブロックにＰパラメータが入力できないＮＣ装置の場合は、次のブロックへ入力しても構いま

せん。 
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◇参考 

リモート指示用プログラム番号は、「設定」でセットしたプログラム番号です。 

下記の例では、７０００番から７００９番までがリモート指示用プログラムとして使用できます。 

 

⇒設定方法は「ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照 

     

ファイル番号へは、「ＴＭＵ－３０Ｓ」の「番号登録」機能によって登録したときの番号を指定します。 

例えば、Ｐ２というのは、ファイルリスト番号のＮｏ．２が転送対象のファイルになります。 

O7000 P2 ;

　指定した
　プログラムファイル

      

 

◇参考 

加工現場でファイル番号を知るために、「ＴＭＵ－３０Ｓ」によって指示書を印刷しておくと便利です。 

 

 

■手順３、 ＮＣ装置で出力（パンチ）します。 

 ＴＭＵ－３０ は、これをコマンドとして受け付けます。 

  ＮＣプログラムを受信後に、赤ランプが点滅してコマンドを正常に受け付けたことを知らせます。 
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緑

赤

ＮＣプログラム受信

点滅

受信したプログラムを
コマンドとして認識した

 

◇参考 

転送後に赤ランプの状態が以下の場合 

１、赤ランプが点滅しない、もしくは点灯している場合 

コマンドとして受け付けませんでした、ＮＣ側で作成したリモート指示用プログラムを見直して下さい。 

２、赤ランプ点滅後に点灯状態になった場合 

コマンドとして受け付けたが、指定された番号のＮＣプログラムがＵＳＢメモリ内に存在していないことを表しま

す。 

（点灯は数秒で消えます） 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点灯

リモート指示用プログラム
ではなかった。

プログラムの書式が
間違っている。

指定したプログラムファイルが
無い。

 

 

 

■手順４、 ＮＣ装置側でリード操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置に転送を行います。 

 ＮＣプログラム送信中は緑ランプが点滅します。 

 転送されたＮＣプログラムは、ＮＣ装置側で確認して下さい。 

 

 

緑

赤

ＮＣプログラム送信中

点滅

 

 このとき、赤ランプが点灯した場合は、転送するＮＣプログラムファイルがＵＳＢメモリに無かったことを表

します。 
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緑

赤

ＮＣ側リード操作

点灯

 

 

◇再度リード操作を行った場合 

ＴＭＵ－３０ 側では、出力するプログラムはそのまま記憶しているので、ＮＣ装置側のリード操作で何度でも同

じプログラムを転送します。 

ＮＣ装置側のメモリを使わず、繰り返し加工するようなＤＮＣ運転が可能です。 

別のプログラムファイルを転送させたい場合は、手順２でＮＣプログラムを書き換え、手順３から行って下さい。 
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番号指定によりＮＣ装置からＮＣプログラムを受信する 

 

ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを、ファイル番号を指定してＵＳＢメモリに登録する操作を説明します。 

 

NC装置

USBメモリ

NCプログラム

ファイルを指定（パンチ）

ＮＣプログラムが指定した
ファイル番号で登録される

出力（パンチ）

 

 

送信の場合と同様に、事前にＮＣ装置側からファイル番号が含まれたＮＣプログラムとしてＴＭＵ－３０ へ送り、そ

の後パンチすることで実現します。 

 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリはＴＭＵ－３０ へ差し込んだ状態、ＴＭＵ－３０ はＮＣ接続ケーブルでＮＣ装置と接続さ

れた状態にして下さい。 

 

■手順２、 ＮＣ装置側で以下のようなＮＣプログラムを作成します。 

%;

O7000 P125;

%

リモート指示用プログラム番号

登録させるファイル番号

 

◇参考 

プログラム番号と同じブロックにＰパラメータが入力できないＮＣ装置の場合は、次のブロックへ入力しても構いま

せん。 
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リモート指示用プログラム番号は、「設定」機能でセットしたプログラム番号です。 

下記の例では、７０００番から７００９番までがリモート指示用プログラムとして使用できます。 

 

      

⇒設定方法は「ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照 

 

登録するファイル番号を、Ｐ１２５とした場合には、ファイル番号は１２５番として登録することになります。 

指定できる番号は１から９９９９です。 

 

★注意 

既に登録済みの番号を指定すると、ＵＳＢメモリへは上書きとなり、後で受け取ったプログラムがその番号で保存

されることになります。 

 

 

■手順３、 ＮＣ装置で出力（パンチ）します。 

 ＴＭＵ－３０ は、これをコマンドとして受け付けます。 

 ＮＣプログラムを受信後に、赤ランプが点滅してコマンドを正常に受け付けたことを知らせます。 

 その後、指定した番号のファイルがＵＳＢメモリに存在しないことを知らせるため数秒間点灯します。 

 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点滅

受信したプログラムを
コマンドとして認識した

点灯
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◇参考 

転送後に赤ランプが点滅しない、また点灯する場合。 

コマンドとして受け付けませんでした、ＮＣ側で作成したリモート指示用プログラムを見直して下さい。 

 

緑

赤

ＮＣプログラム受信

点灯

リモート指示用プログラム
ではなかった。

プログラムの書式が
間違っている。

 

 

 

■手順４、 ＮＣ装置側で送信するＮＣプログラムを呼び出し、再度パンチ操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置よりＮＣプログラムを受け取り、手順３で指定されたファイル番号で、ＵＳＢメモ

リに登録されます。 

 

★注意 

続けて別のプログラムを受信してＴＭＵ－３０ 側に登録する場合は、手順２から登録するファイル番号を変更し

て行って下さい｡ 

そのまま、別のＮＣプログラムを受け取ると、直前に登録したファイル番号で上書きされます。 

 

 

◇参考 

実際にＮＣ装置からプログラム転送した際に、ＵＳＢメモリへは以下のように特定のフォルダ（TmFilesＩｎ）へ番号

に対応したファイル名で保存されます。 

しかし、特にこの保存形態を知る必要はありません。 

 

ＴＭＵ－３０

0125.fno

0126.fno

TmFilesIn

ＵＳＢメモリ内部

NC装置

転送

この例では、ファイル番号１２５と１２６が保存された状態です
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番号指定によりＵＳＢメモリからＮＣプログラムを取り出す 

 

このようにして、ＮＣ装置側から受信してＵＳＢメモリへ登録したＮＣプログラムファイルを、パソコンへ取り込む手順を

説明します。 

ＵＳＢメモリに保存されているファイルをパソコンで取り込む作業として、「ＴＭＵ－３０Ｓ」の「番号取込」機能を使いま

す。 

 

 

■手順１、 パソコンへＵＳＢメモリを差込みます。 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「番号取込」ボタンを押します。 

押す

 
 

 このとき「ＴＭＵ－３０Ｓ」では、ＵＳＢメモリにあるＮＣ装置で受け取った全てのファイルを検索します。 

 そして結果を、下記のようにファイルリストとして画面に表示します。 

登録されている
ファイルの一覧

この画面では、１２５と１２６の２つのＮＣプログラム
ファイルが登録されている状態

 

 

■手順３、 パソコンに取り込みたいファイル番号を選択して、「取込」ボタンを押してください。 

 

■手順４、 ファイル名を入力し、「保存」ボタンを押すことでパソコンに保存されます。 

 保存された番号のデータは、ファイルリスト画面から消去されます。 
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１３、ネットワークでの運用 
 

 

ＴＭＵ－３０ とパソコンとをネットワーク接続して、ＴＭＵ－３０ 本体へＵＳＢメモリを装着したままで、「ＴＭＵ－

３０Ｓ」ソフトの機能を利用することができます。 

 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリは
本体へ挿入したまま使用

NCプログラム

イーサネット・ＬＡＮ

ＴＭＵ－３０Ｓソフト
を使っての操作

 

 

 

ＴＭＵ－３０をネットワークで運用できる状態にする 

 

１．パソコンと本体の接続 

ＴＭＵ－３０ 本体のＬＡＮケーブル差込口へ、ネットワーク回線のＬＡＮケーブルを装着します。 

ＬＡＮケーブル

ＬＡＮケーブル差込口

ＴＭＵ－３０本体
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パソコンとは、直接またはルーター、ＨＵＢなどを使って接続されます。 

複数のＴＭＵ－３０ を接続することもできます。 

ＬＡＮケーブルの準備および、現場での接続に関してはお客様で行って下さい。 

 

 

２、ネットワークの設定 

 

次にＴＭＵ－３０ をネットワークに組み込むためには、ＴＭＵ－３０ 本体がパソコンから認識できる状態にしな

ければなりません。 

そのためにＴＭＵ－３０ 本体へ適切なＩＰアドレスなどのネットワーク情報を書き込み必要があります。 

これらの設定には一時的にＵＳＢメモリを利用して行います。 

 

ネットワーク設定手順のイメージ 

T
M

U
-3

0

パソコン

ネットワーク
情報

ネットワーク
情報

① ＴＭＵ－３０Ｓによりネットワーク情報を
　　一旦ＵＳＢメモリへ保存

② ＵＳＢメモリを差し替え

③ ＵＳＢメモリからＴＭＵ－３０本体へ
　　ネットワーク情報を書き込み

 

 

具体的なネットワーク設定方法は、次の手順で行って下さい｡ 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 このとき、ＵＳＢメモリのドライブ名が合っているか確認して下さい｡ 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「設定」ボタンを押します。 

押す

 
★注意 

本操作は、動作モードを「ＵＳＢメモリを使っての動作」の状態で行ってください。 

 

 

 

 



 

68   

 

■手順３、 接続するＴＭＵ－３０ のＩＰアドレス、ネットマスクを設定します。 

 それぞれの値は、ネットワーク管理者に確認してください。 

 

ＩＰアドレスとネットマスクが以下の場合の設定画面の例です。 

ＩＰアドレス １９２．１６８．０．１０２ 

ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０ 

 

 

★注意 

ＴＭＵ－３０ への設定は、この設定表の全ての項目が一括して変更されます。 

したがって、ここではＩＰアドレス、ネットマスク以外の項目も確認してください。 

 

 

■手順４、 ＵＳＢメモリをパソコンから外します。 

 

■手順５、ＴＭＵ－３０ へＵＳＢメモリを差込み、緑ランプが点灯したことを確認した後、リセットボタンを押し続け

て下さい。 

 しばらくすると赤ランプが点滅します、この状態で手を離して下さい。 
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①、USBメモリを差し込む ②、緑ランプのみ点灯した状態で、リセットボタンを押し続ける　
　　（赤ランプ点滅で離す）

２０秒程度待って、再度緑ランプのみ点灯した状態で設定完了です

緑 赤 緑 赤

緑 赤

点滅

 

これで、ＴＭＵ－３０ の設定は更新されます。 

ＴＭＵ－３０ の電源が切れても、最後に更新された設定は保存されます。 

従って、この作業は、ＮＣ装置側で通信条件等の設定、またはネットワーク環境が変更にならない限り、再び行う必

要はありません。 

 

ネットワーク設定を行った後は、ＵＳＢメモリはＴＭＵ－３０ 本体へ差し込んだ状態で運用します。 

 

 

◇参考 

同一ネットワーク回線に複数のＴＭＵ－３０ を装着して運用する場合は、「切替」ボタンにより設定するＴＭＵ－

３０ 本体を切り替えながら、上記の設定（手順１～手順５）を繰り返し行って下さい。 

本体の切り替え

 

「切替」ボタンの使い方については⇒「複数のＴＭＵ－３０の管理」の項参照 
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ＴＭＵ－３０Ｓによる運用方法 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトにより、ネットワーク環境で運用する場合は、以下のネットワークを利用するモードでお使いくだ

さい。 

 

こちらを選択する

 

＜ＰＡＳＶモードについて＞ 

ＰＡＳＶ（パッシブ）モードは、ネットワークを利用したファイル転送の仕様です。 

ＰＡＳＶモードで行う場合は、「接続をＰＡＳＶで行う」をＯＮにして下さい。 

通常はＯＮの状態でお使いください。 

（ネットワーク環境によってはＯＦＦにする必要があります） 

ＰＡＳＶモードについての具体的な内容については、ネットワーク管理者にご確認ください。 
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ネットワークを利用してのモードでは以下の機能を利用することができます。 

 

 機能概要 本マニュアルの参照する項目 

 

 

パソコンにあるＮＣプログラム

をＮＣ装置へ送信する 

 
１０．基本的なＮＣプログラムの入出力 

 ＮＣプログラムを登録しＮＣ装置へ送信する 

 

 

ＮＣ装置より受信したＮＣプロ

グラムをパソコンへ保存する 

 

１０．基本的なＮＣプログラムの入出力 

 ＮＣ装置から受信したＮＣプログラムを取り出す 

 

 

複数のＮＣプログラムファイル

を保存しておき、ＮＣ側からの

指定でファイル送信する 

 

１１．ファイル名を指定して転送する方法 

 

 

 

ＮＣ装置側より番号で指定して

目的のＮＣプログラムを送信す

る 

 

１２．ファイル番号を指定して転送する方法 

番号指定によりＮＣプログラムをＵＳＢメモリへ送信する 

番号指定によりＮＣプログラムをＮＣ装置へ送信する 

 

 

ＮＣ装置より番号で指定してＮ

Ｃプログラムを受信する。 

 

１２．ファイル番号を指定して転送する方法 

番号指定によりＮＣ装置からＮＣプログラムを受信する 

番号指定によりＵＳＢメモリからＮＣプログラムを取り出す 

 

 
ＴＭＵ－３０ 本体の内部設

定状態を確認する。 

 

１５．保守点検機能 

 

 

通信チェック用のサンプルプロ

グラムを作成する。 

 
１６．サンプルプログラムの作成 

 

 

ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０で使

えるようにする。 

 

９．ＵＳＢメモリを使える状態にする 

 

ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ 本体に装着したまま操作することになるので、各機能の説明にある手順のうち、ＵＳＢ

抜き差しの部分は必要ありません。 
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★注意 

「設定」機能は、ネットワーク運用では使用することはできません。 

 

 

同一ネットワーク回線に複数のＴＭＵ－３０ を装着して運用する場合は、「切替」ボタンにより目的のＴＭＵ－３

０ に切り替えてから各機能を実行してください。 

本体の切り替え

 

本体の切り替え手順の詳細については⇒「複数のＴＭＵ－３０の管理」の項参照 
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ｆｔｐコマンドによる運用方法 

 

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトを使わず、ｆｔｐコマンドによって ＴＭＵ－３０ 本体に差し込まれたＵＳＢメモリへ直接アクセス

することができます。 

 

ここでは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒによってアクセスする方法を説明します。 

 

■手順１、 パソコンの Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ を起動します。 

 

■手順２、 対応するＴＭＵ－３０ のＩＰアドレスを入力します。 

 

例としてＴＭＵ－３０ 本体のＩＰアドレスが １９２．１６８．０．１０２ の場合は次のように入力します。 

 

       ftp://192.168.0.102  

 

正常に設定されている場合は、下記のような表示になります。 

さらに、Ｐｕｂフォルダを選択すると、ＴＭＵ－３０ のＵＳＢメモリ内に保存されているファイルが表示さ

れます。 

アドレスを入力します

フォルダＰｕｂを開きます

 

 

★注意 

ｆｔｐコマンドにより、ＵＳＢメモリ内のファイルを直接操作して運用することが可能ですが、以下の作業を行う場合は、

その前に必ずＴＭＵ－３０ 本体の「リセット操作」を行ってください 

 

・ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ 本体より取り外す場合 

・ＴＭＵ－３０ 本体の電源を切る場合 

 

これを守らないと運用しているＮＣプログラムファイルなどが正しくＵＳＢメモリへ書き込まれない、またファイルが壊

れる場合があります。 

ネットワークで安全に運用するには、ＴＭＵ－３０Ｓのネットワークを利用するモードで行ってください。 

⇒「ＴＭＵ－３０Ｓによる運用方法」の項を参照 
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◇参考 

ネットワークでの運用では、その接続にＦＴＰを使っています。 

ＴＭＵ－３０ 本体はＦＴＰサーバが起動し、ポートは２１です。 

パスワードはありません。 

 

ＴＭＵ－３０ 本体のＭＡＣアドレスは側面に記載されています。 

本体側面

S/N:060803601 MAC:1234567890AB　311

ＭＡＣアドレス
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１４、バーコード選択による転送（オプション） 
 

ＴＭＵ－３０ へバーコードリーダを接続して、あらかじめ準備したバーコードを読み取ることで、これに対応したＮ

ＣプログラムをＵＳＢメモリ内から選び出され、ＮＣ装置へ転送することができます。 

NC装置

RS232/C
インターフェイス

USBメモリ

NCプログラム

バーコードリーダ

 

★注意 

バーコードリーダは弊社提供のものをお使い下さい。 

 

転送目的のＮＣプログラムファイルを選択する際、ＮＣ装置側でファイルを指定するためのＮＣプログラムを作成する

必要ありません。 

従って、転送ミスを防ぐだけでなく加工現場オペレータの負担を大幅に軽減することができます。 

読み取るバーコードも「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトによって印刷されます。 

O7000(A-2000)

TMU-30

A-2000の
ＮＣプログラム

パンチ

リード

TMU-30 A-2000の
ＮＣプログラム

読み取り

リード

バーコードリーダ

ＵＳＢメモリ

指示書

印刷

ＮＣ装置
バーコードリーダ無しの運用

バーコードリーダ有りの運用

ＮＣ装置
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バーコードを印刷する 

 

ＴＭＵ－３０ のバーコードリーダで読み取ることが出来るバーコード表を作成します。 

複数のＮＣプログラムファイルをＵＳＢメモリへ登録して、ＮＣ装置側より選択して転送する方法としては以下の２つの

方法があります。 

どちらの方法でも同じように指示書としてバーコードを印刷した用紙を出力することができます。 

（詳しい操作方法はそれぞれの機能説明の項をご覧下さい） 

 

１、転送時にファイル名を指定する方法 

押す

印刷される指示書
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ファイル名がそのままバーコードになります。 

詳細⇒「１１．ファイル名を指定して転送する方法」の項を参照 

 

２、転送時にファイル番号を指定する方法 

押す

印刷される指示書

 

ファイル名に対応した番号がバーコードになります。 

従って、ファイル名に漢字などを使うことができます。 

 

詳細⇒「１２．ファイル番号を指定して転送する方法」の項を参照 
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バーコードリーダを利用してプログラムを転送する 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリと、バーコードリーダをＴＭＵ－３０ へ差し込んで下さい。 

 ＴＭＵ－３０ に２つあるＵＳＢの差込口のどちらに差し込んでも構いません。 

 ＮＣ装置とは、ＮＣ接続ケーブルで接続された状態にして下さい。 

 

 全ての準備が整ったら、一度ＴＭＵ－３０ をリセットして下さい。 

 

USBメモリ

バーコードリーダ

 

■手順２、 バーコードリーダのサイドのボタンを押して、目的のバーコードを読み取ります。 

 

 サイドボタンを押すと、バーコードの読み取りライトが赤く点灯します。 

 バーコードを読み取ることで消えます。 

     

サ イ ド ボ タ ン

  

 ＴＭＵ－３０ は、これを受け付けます。 

 赤ランプが点滅して、ＴＭＵ－３０ が正常に受け付けたことを知らせます。 

 

緑

赤

バーコード読み取り

点滅

正常に読み取った
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 この時点で、違うバーコードを読み取ったことに気が付いた場合は、そのまま正規のバーコードを再度

読み取って下さい。 

 最後に読み取ったバーコードが有効になります。 

◇参考 

バーコード読み取り時に赤ランプの状態が以下の場合 

１、赤ランプが点滅しない場合 

   バーコードリーダより情報がありませんでした。 

   バーコードリーダ本体の接続を確認して下さい。 

２、赤ランプが点灯している場合 

読み取ったバーコードが異常でした、「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフトで印刷されたバーコードを読み取って下さい。 

３、赤ランプ点滅後に点灯状態になった場合 

バーコードは正常に読み取りましたが、指定されたＮＣプログラムがＵＳＢメモリ内に存在していないことを表し

ます。 

（点灯は数秒で消えます） 

赤

バーコード読み取り

点灯
読み取れなかった

読み取ったバーコードが異常

指定したプログラムファイルが
無い。

 

 

 

■手順３、 ＮＣ装置側でリード操作を行います。 

 ＴＭＵ－３０ はＮＣ装置に転送を行います。 

 ＮＣプログラム送信中は緑ランプが点滅します。 

 転送されたＮＣプログラムは、ＮＣ装置側で確認して下さい。 

 

 

緑

赤

ＮＣプログラム送信中

点滅

 

 このとき、赤ランプが点灯した場合は、転送するＮＣプログラムファイルがＵＳＢメモリに無かったことを表

します。 
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緑

赤

ＮＣ側リード操作

点灯

 

 

 

◇再度リード操作を行った場合 

ＴＭＵ－３０ 側では、出力するプログラムはそのまま記憶しているので、ＮＣ装置側のリード操作で何度でも同

じプログラムを転送します。 

ＮＣ装置側のメモリを使わず、繰り返し加工するようなＤＮＣ運転が可能です。 

別のプログラムファイルを転送させたい場合は、あらためてバーコードを読み取って下さい。 
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１５、保守点検機能 
 

 

ＴＭＵ－３０ 本体に現在設定されている、ＲＳ通信設定やネットワーク設定の各パラメータ情報を知ることができ

ます。 

ＵＳＢメモリを利用してＴＭＵ－３０ 本体からデータを取得して、パソコンでその内容を確認します。 

 

パラメータ情報取得 パソコン

「ＴＭＵ－３０Ｓ」ソフト

パラメータ情報を
画面で確認

 

 

■手順１、 ＴＭＵ－３０ 本体にＵＳＢメモリを差し込みます。 

 ここで使うＵＳＢメモリは、通常ＴＭＵ－３０ で運用しているものを使ってください。 

 

■手順２、 ＴＭＵ－３０ のリセットボタンを押します。 

 ２０秒程度で、緑ランプのみ点灯したことを確認してください。 

 

準備完了

緑 赤

 

◇参考 

この作業でＴＭＵ－３０ 本体の設定データがＵＳＢメモリに書き出されます。 

 

■手順３、 ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ から外してパソコンへ差し込みます。 

 

■手順４、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「保守」ボタンを押します。 

押す

 
 

 画面には、ＴＭＵ－３０ から取得した以下の情報が表示されます。 

 これが、ＴＭＵ－３０ にセットされている情報になります。 
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ＴＭＵ－３０本体
バージョン

ＲＳ通信設定

ネットワーク設定

リクエスト情報表示

 

 

⇒表示されるメッセージの内容は、「９．本体の設定 、ＴＭＵ－３０本体の設定手順」の項を参照｡ 

 

リクエスト情報表示 

「ファイル名指定」または「番号指定」で運用した際、ＴＭＵ－３０ へ、リクエストした結果の情報を表示します。 

常に最後に行った情報が表示されます。 

正常に機能しない場合の確認用として利用してください。 

 

１行目 リクエスト元 

 ＮＣ：ＮＣ装置からリモートプログラムで指定された 

 バーコード：バーコードリーダで指定された 

２行目 指定されたＮＣプログラムの存在 

 無：指定されたプログラムファイルがＵＳＢメモリに無い 

 有：指定されたプログラムファイルがＵＳＢメモリに有る 

 

注：ＮＣ装置側よりファイル名を指定してＮＣプログラムを転送する場合は、「無」ということもある。 

３行目 ファイル名指定の場合はプログラムファイル名 

番号指定の場合はリストの番号 

 

上記画面の例では、番号指定のリクエストであり、ＮＣ装置側より１番（Ｐ１）を指定し、その番号に対応するＮＣプロ

グラムファイルがＵＳＢメモリに存在したことを表します。 

 

保守情報削除ボタン 

保守情報をクリアします。 
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★注意 

各項目のタイトルしか表示されない場合は、「ＴＭＵ－３０Ｓ」のドライブ名設定が違っているなどＵＳＢメモリが認識

されていない、もしくは手順２の作業で正しく、ＴＭＵ－３０ からデータが取得されていないことが考えられま

す。 
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１６、サンプルプログラムの作成 
 

簡単ソフト「ＴＭＵ－３０Ｓ」では、通信のためのサンプルプログラムを自動作成する機能が用意されています。 

はじめてＴＭＵ－３０ お使いになるときに、ＮＣとの通信チェックにお役立て下さい。 

また、リモート指示用のプログラムを作成することもできます。 

 

送信チェックプログラムの作成 

 

ＴＭＵ－３０ の基本的な機能である「単純送信」で、正常に転送できない原因の一つとして、送信するＮＣプログラ

ムの問題があることが考えられます。 

ここでは、確実に転送できる通信チェック用のＮＣプログラムを作成します。 

作成されたＮＣプログラムは、そのままＮＣ装置へ転送できるように、ＵＳＢメモリへ保存されます。 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 このとき、ＵＳＢメモリのドライブ名が合っているか確認して下さい｡ 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「サンプル生成」ボタンを押します。 

押す

押す

 

 

■手順３、 以下のように選択・設定します。 

  
 生成するＮＣプログラムでは、「送信チェック用」を選択します。 

 プログラム番号には、転送チェック用のＮＣプログラムのプログラム番号を入力します。 
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■手順４、 ＯＫボタンを押すことで以下のＮＣプログラムがＵＳＢメモリに登録されます。 

 

% ;
O 1 0 0 ;
M 3 0 ;
%

入力したプログラム番号

 

 

■手順５、 ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ 本体へ差し込んで、正常にＮＣ装置へ転送できるかチェックして下さい。 

 転送の方法は、⇒「ＮＣプログラムを登録しＮＣ装置へ送信する」のＮＣ装置への転送手順の項目を参照

して下さい。 
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リモート指示用プログラムの作成 

 

ＴＭＵ－３０ では、複数のＮＣプログラムファイルをＵＳＢメモリへ登録して運用する際、ＮＣ装置側でこれを選択

するためのリモート指示用プログラムを作成する必要があります。 

ここでは、このリモート指示用プログラムの雛形をパソコン側で作成するものです。 

作成されたＮＣプログラムは、そのままＮＣ装置へ転送できるように、ＵＳＢメモリへ保存されます。 

 

複数ファイルでの運用とリモート指示用プログラムの詳細については、以下を参照して下さい。 

⇒「１１、ファイル名を指定して転送する方法」 

⇒「１２、ファイル番号を指定して転送する方法」 

 

■手順１、 ＵＳＢメモリをパソコンのＵＳＢポートへ差し込みます。 

 このとき、ＵＳＢメモリのドライブ名が合っているか確認して下さい｡ 

 

■手順２、 「ＴＭＵ－３０Ｓ」のメニュー画面で、「サンプル生成」ボタンを押します。 

押す

押す

 

 

■手順３、 以下のように選択・設定します。 

  

 ＜ファイル名指定でのリモート指示用プログラムを作成する場合＞ 

  

 生成するＮＣプログラムでは、「リモート指示用（ファイル名指定）」を選択します。 
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 プログラム番号には、リモートコマンド用のプログラム番号を入力します。 

 呼び出すファイル名には、実際の呼び出し用のプログラムファイル名を入力します。 

 

 以下のプログラムが作成されます。 

 

% ;
O 7 0 0 0 ;
( T E S T ) ;
%

入力したプログラム番号

呼び出すファイル名

 

  

 ＜番号指定でのリモート指示用プログラムを作成する場合＞ 

  

 生成するＮＣプログラムでは、「リモート指示用（ファイル名指定）」を選択します。 

 プログラム番号には、リモートコマンド用のプログラム番号を入力します。 

 呼び出す番号には、実際の呼び出し用のファイル番号を入力します。 

 

 以下のプログラムが作成されます。 

 

% ;
O 7 0 0 0 ;
P 1 ;
%

入力したプログラム番号

呼び出す番号

 

 

  

■手順４、 ＯＫボタンを押すことで、作成されたＮＣプログラムがＵＳＢメモリに登録されます。 

 

■手順５、 ＵＳＢメモリをＴＭＵ－３０ 本体へ差し込んで、ＮＣ装置へ転送して下さい。 

 転送の方法は、⇒「ＮＣプログラムを登録しＮＣ装置へ送信する」のＮＣ装置への転送手順の項目を参照
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して下さい。 

 

 以後は、ＮＣ装置側で、このプログラムのファイル名、またはファイル番号を編集して運用して下さい。 
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本取り扱い説明書の内容は、以下のＴＭＵ－３０本体、および簡単ソフトＴＭＵ－３０Ｓの各バージョンに対応したもの

です。 

 

 

ＴＭＵ－３０本体のファームバージョン Ｖｅｒ ３１１ 

ＴＭＵ－３０ 本体側面

S/N:060803601 MAC:1234567890AB　

ファームバージョン
（３桁の数値）

 

 

ＴＭＵ－３０Ｓのソフトウェアバージョン Ｖｅｒ ２.３.４.１ 

簡単ソフトＴＭＵ－３０Ｓの画面 ソフトウェアバージョン

 

 

 

 

ＴＭＵ－３０取扱説明書 ３１１－０１ 

  ２０２２年８月３１日作成 

   

 

 

 合同システムマシン株式会社 

 

〒４３３－８１０５ 静岡県浜松市北区三方原町１３８８ 

ＴＥＬ（０５３）４３７－７８１１ ＦＡＸ（０５３）４３７－３６２２ 
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